第4.5学年　学級経営案
	１.学校教育目標


	２．めざす児童像
	

	〇

	〇自分の思いや考えを持ち、伝え合うことができる子ども
〇自分の思いや考えを自信を持って表現できる子ども
〇めあてに向かって、最後まで取り組む子ども
	

	３．教育目標の実現に向けた重点目標

	主体的に課題解決を図る子どもの育成
	主体的に自分の考えを発信する子どもの育成

	４．学級・学年.児童の実態
	

	【課題解決力】
〇1つの活動において自分が何をしなければならないのか理解し行動できる子どもが多い。

〇自主学習で自分の興味関心に合わせて調べ、丁寧にまとめ、自分の考えを書くことができている

	【発信力】
○授業中に考えを出し合う場面で発表する人がやや固定化されている。
〇授業中に自分の考えを書く場面で、自分の考えを書くことはできるが、具体性に欠けるときがある。

	３.学級目標
	

	レベルアップ！
～仲良しLv↑！楽しさLv↑！チャレンジ！限界突破！～

	４.学級目標の実現に向けた具体的取組

	【課題解決力向上に向けて】
・週に1回以上、「主体的・対話的活動」を授業に組み込み、考えを伝え合い、表現し合う場を保証する。
・算数の授業で、単元の終末及び週末の家庭学習に活用型問題を位置づけるとともに、授業の中で解説する。
・ゴールをイメージしながら解決できるようにするため、毎学期学習面と生活面で自分のめあてを立て、毎月振り返る機会を設ける。

・ニコニコタイムで人間関係づくりプログラムを行い、友だちと協力できる関係づくりに取り組む。

	【発信力に向けて】
・学級の朝の会・帰りの会のスピーチ、委員会主催の集会等で子どもが発信する場を設定し、考えを形成する力の指導を行う。

・総合的な学習の時間で子どもが発信する場を設定した単元計画を学期に一回以上作成する。
・国語の授業で自分の考えを発表させる時、子どもの実態に合わせて発表形式を多様に設ける。
※発表形式：ノートを見ながら
　　　　　　キーワードのみ
　　　　　　ノートを見ずに
・係活動で自分の興味関心や得意を生かして活動させ、学級に向けて発信から全校に向けての発信に広げていく。



地域に根ざし、豊かに学び、思いを表現する城原っ子の育成


～発信力～


～課題解決力・発信力の向上～
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